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彗星核モデルとしての合成アミノ酸ーシリカゲル複合体の衝撃圧縮
Shock compression of synthetic amino acid - silica gel complex modeling for comet nu-
creus
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数種のアミノ酸などの有機物が、彗星のコマを形成する粒子やマーチソン隕石などから、見つかっている [1, 2]。これ
らの報告は、初期地球上の原始生物を形成した基本物質が宇宙空間で形成され、彗星や隕石によって地球上にもたらさ
れた可能性を示唆するものである。
　Greenberg et al. (1997)[3]は、多くの彗星が有機物、珪酸塩物質ならびに氷で形成されていると報告している。他方、

シリカゲルは非晶質の SiO4-n(OH)n の骨格を持ち水分子を含んでいる。それゆえ、シリカゲルは彗星の適当なモデル物
質である。本研究では、彗星核中のアミノ酸（Lセリン）の衝撃圧縮に対する安定性を解明するために、合成 Lセリンー
シリカゲル複合体を衝撃圧縮し、回収した試料の構造変化を X 線回折測定、赤外及びラマン分光法により調べた。衝撃
圧縮実験は、8.2、10.9、19.7、26.9 GPaの条件で実施した。
　ラマン分光分析の結果から、合成複合体は結晶性と水和性の２種類の Lセリンを含んでいることが明らかにされた。

衝撃サンプルのラマンスペクトルは、19.7 GPaの衝撃圧縮で結晶性の L セリンは消失し、水和性の L セリンが残ること
を示している。それゆえ、19.7 GPaのサンプルはアミノ酸として水和性の L セリンのみを含んでいる。このことは、L
セリンの分子間の水素結合は水分子の存在の下で、分解されるものと考えられる。
　この 19.6 GPaの衝撃圧力は、Blank et al. (1999)によって推定されている、地球に衝突する１９％の彗星の推定圧力

と矛盾しない。このことは、原始地球上の生命原料物質が、宇宙空間で生成され、彗星等によって地球上にもたらされ
た可能性を指示する。
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